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I　 はじめに

1. 研究の背景と目的

2017年4月，国立研究開発法人海洋研究開発機構

（JAMSTEC）は，「しんかい6500」「バイパードルフィ

ン」などの潜水調査船や無人探査機を用いて撮影した

「海底ごみ」（深海デブリ）の映像・画像を，「深海デ

ブ リデータベー ス」 としてWeb 上 に公 開した1）。 こ

のデータベースでは，海底ごみの分類ごとに映像や画

像を閲覧することができる。海に捨てられたり川から

海に流れ着いたごみは，このデータベースにあるよう

に海底に沈むこともあれば，海を漂い続けて海岸に打

ち寄せ られることもある。近年, こうした 「海 のごみ」

は美しい都市環境や浜辺環境 の維持にとっても大きな

問題となっている。

藤枝ほか（2007 ）は, 1990 年から2005 年までの16

年間に日本国内で実施された 「国際海岸 クリーンアッ

プ （ICC ）」 の結果 から漂着物 ごとの回収量の変動を

明らかにし,この間の海洋ごみ問題の推移を報告した。

国際海岸 クリーンアップ （ICC ） とは，「広範 な市民

が，世界共通のデータカードを使用して水辺 ・水中に

漂着散乱するごみを回収しながら，その品目別個数を

求 め，さらにはその結果 から改善策 を考え，提言 し

ていこうとい う国際的な調査・清掃活動」（藤枝ほか2007

: 33）のことであり，援述する鎌倉の海を守る会

が主催するビーチクリーンアップ活動も，この国際海

岸クリーンアップの一環に位置づけることができる。

このような全国規模の海洋ごみ問題調査に加え，今援

は特定地域の海岸において環境美化活動がいかに展開

され，また海岸利用者による活動認知度等の調査を通

じて，環境美化活動の地域的課題を明らかにしていく

必要がある。

そこで本研究では，神奈川県鎌倉市の「鎌倉の海」

で環境美化活動を展開している団体に聞き取り調査を

行うとともに 「鎌倉の海」を訪れていた海岸利用者に

対してアンケート調査を実施し，「鎌倉の海」における

環境美化活動の現状と今援の課題を明らかにしたい。

2．「鎌倉の海」の概観

神奈川県鎌倉市の主な海岸は，東から順に材木座海

岸・由比ケ浜・坂ノ下海岸・七里ケ浜・腰越海岸で構

成されている（図1）。本研究では,これらのうち由比ケ

図1 「鎌倉の海」の位置
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浜と材木座海岸で「鎌倉の海」利用者のアンケート調

査を行った（図2）。由比ケ浜と材木座海岸は，鎌倉

市内の海岸のなかでも特に観光客やサーファーといっ

た利用者が多く，幅広い出身地や年齢層，利用目的そ

して環境美化への評価を調査することができると考え

たからである。

図2　 由比ケ浜におけるアンケート調査の様子(2016

年3 月8 日，阿部亮吾氏撮影)

由比ケ浜は相模湾に面した鎌倉市街地南部の海岸で

あり，材木座海岸とは滑川をはさんで陸続きになって

いる。滑川河口を境界に西側を由比ケ浜，東側を材木

座海岸とよぶ。由比ケ浜は全長約890 m ， 材木座海岸

は全長約1100 m でともに奥行きは約40m の海岸であ

る。由比ヶ浜は江ノ電和田塚駅・由比ケ浜駅・長谷駅

から徒歩で約5 分，材木座海岸は京急バスの材木座バ

ス停から徒歩2 分の距離である。いすれの海岸もJR

鎌倉駅からは徒歩で約15 分程度かかる。由比ケ浜，

材木座海岸はともにサーフィンの名所であり，一年中

サーフィンを行う人でにぎわっている。また，夏期に

は鎌倉市の管轄のもと海水浴場が開設されており，多

くの観光客が訪れるレジャーの海岸でもある。

本研究ではます，この「鎌倉の海」で環境美化活動

を展開する2つの団体への聞き取り調査から，その現

状を把握する（Ⅱ）。つづくⅢでは，アンケート調査

の結果から，海岸利用者が有する環境美化への評価や

認知度を明らかにし，「鎌倉の海」の環境美化活動に

おける課題を考察したい。

Ⅱ［「鎌倉の海」における環境美化活動の展開

1．「鎌倉ライフガード」とビーチクリーン

1989 年に設立された鎌倉ライフガード（以下，鎌

倉LG ）は，「海浜の安全を確保することで地域の人々

とともにきれいで楽しい鎌倉の海づくりに貢献する」

ことを目的とした団体である2）。同団体ホームページ

によると，会員数は83 名（2011年3 月時点）である。10

代の高校生から50 代までの幅広い年齢層が会員と

なっている。会員の属性は学生が約4 割，社会人が約6

割であり，職業は公務員・消防士・看護師など多岐

に渡っているという（鎌倉LG に対する聞き取り調査(2017

年3 月7 日実施）による。以下同）。

鎌倉LG の主な事業は，鎌倉市内3 海岸（材木座，

由比ケ浜，腰越）ならびに沿岸地域におけるパトロー

ル事業，ライフセービング活動の普及に関する事業，

ライフセービング技術・知識向上に関する事業，地域

との交流事業，ライフセービングを通じた児童・青少

年の育成に関する事業，海岸美化・環境保全・清掃に

関する事業が挙げられる。

清掃事業は若宮大路で実施されている。 JR鎌倉駅

から由比ケ浜までを範囲とする若宮大路での清掃作業

は, green bird 3）の一員として行われている取り組み

である。参加人数は毎回5人～10 人程度であるという。

一方で「鎌倉の海」における環境美化活動は月に1

回，第2 土曜日に由比ケ浜や材木座の砂浜において清

掃が実施されている。参加者は15 人ほどで，すべて

鎌倉LG の会員である。約80 人の全会員のなかでも

鎌倉LG の活動への参加頻度は大きく異なっており，

コンスタントに参加するのは30 人程度である。その

うち，海岸美化活動のビーチクリーン開催日に参加で

きる会員がおよそ15 人なのである。なお，ビーチク

リーン開催中に多く見かけるごみは煙草の吸殻・空き

缶・ペットボトル・ガラス片などであるが，煙草の吸

殻は減ってきている印象だという。これらのごみは鎌

倉市外や神奈川県外からの観光客がコンビニやスー

パーで買い出しをしたものを持ち込んで，浜辺に捨て

ていくことで生まれることが多いそうである。

主な活動目的が海の安全確保である鎌倉LG は，月

に1 度の「鎌倉の海」のビーチクリーンや若宮大路の

清掃活動を地域貢献の一環として位置づけており，海

岸や街の環境美化を通じて鎌倉LG の存在や活動を地

域の人々に知ってもらうことが目的である。しかしな

がら，ビーチクリーン参加者がやや少数になること，

ビーチクリーンの担当者が1 名しかおらす，都合が合

わないと海岸美化活動が行えないなども課題であろ

う。そのため, SNS などを利用して外部へ情報発信し，

より活発に活動することが現在の目標である4）。
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2．「鎌倉の海を守る会」とビーチクリーンアップ

(1)「鎌倉の海を守る会」の沿革

鎌倉の海を守る会（以下，かまうみ）の活動は，鎌

倉市が1996年8月に発表した腰越漁港とその周辺海

岸整備事業構想（以下，腰越問題）への反対運動に端

を発している（かまうみに対する聞き取り調査(2017

年3月8日実施）による。以下同）。「腰越問題」とは,「腰

越漁港の整備・拡大，小動岬南東斜面の崩落防止，お

よび七里ケ浜に向けた漁港区域内の海岸の保全・防災

対策として，防波堤や突堤を建設するという計画」の

ことである。この計画に対して，かまうみ役員は鎌倉

市に反対の陳情書を提出した。この陳情書は市議会選

挙にともなって効力を失ったものの, 1997年6月10日に

事業の基本構想を見直すことを当時の鎌倉市長が

決定するに至った。

上記の腰越問題を自然環境保護 の立場から考えるこ

とで始まったかま うみは，これまで鎌倉市の海岸環境

を維持 ・改善するためにさまざまな活動を展開してき

た。その活動は，行政に対する意見と自然環境の経年

観察の大きく2 つに分けられる。

腰越問題はその援，2000 年3 月 から市民と鎌倉市

の意見交換会が開かれ，そこにかま うみの役員が2 名

出席した。そこでかまうみは，反対意見や慎重論もあ

ることを明記した報告書を作成す るように要望書を提

出してい る。 2008 年秋に工事 が着工して からは，鎌

倉市に対して工事の状況や環境モニタリングの結果を

聞き，工事の監視を続けたのである。なお腰越漁港の

改修工事は2014 年8 月29 日に完了した。

かま うみは，江ノ電鎌倉高校駅前交差点改良計画に

も意見を述べてきたとい う。この計画は，鎌倉高校駅

前交差点 の交通改善を 目的 とし たものである。 2006

年に事業の計画説明会が開かれ，これに対してかま う

みは見直しを求める署名を集めて，県議会と市議会，

市長に提出した。 2008年11 月に県・市とかま うみが

直接意見交換を行った結果，七里が浜擁壁 が台風で損

傷してい たこ ともあり，この改修も含 めて2013 年度

に事業は着工することになった。

自然 の経年 観察としては, 1999 年6 月 から磯 の観

察会が, 2006 年11 月 から浜の植物観察会が, 2007 年

からはアカテガニ観察会が毎年開かれてきた。 なお磯

の観察会は，対象としていた磯の環境が変 わってしま

い観察が困難 となっ たため, 2013 年 から中止 となっ

ている。アカテガニ観察会では，近年アカテガニが減

少していることが経年観察でわかっている。

かまうみの会報『KAMAUMI 』によれば，会の活動

には発足以来2 度の繁忙期 と2 度の閑散期かおるよう

に判断できる。第1 次繁忙期は，会発足の1996 年か

ら2000 年頃まで の5 年 間である。こ の時期はかま う

みが腰越問題に関わっていた時期である。同時に鎌倉

漁港や鎌倉海浜ベルト事業なども計画 されていた時期

であり，かま うみはそれらの事業にも委員 として参加

し，意見を出している。

第1 次閑散期は2001 年 頃から2004 年頃までである。

この時期はそれぞれの事業 に大きな進展がなく，腰越

問題は調査の結果待ちであった。かま うみの発行する

会報『KAMAUMI 』(vol.24) (2004 年4 月10 日付) でも，｢

現在海岸付近にはこれ といっ た問題もない｣ と述べ

られてい る。 この間，かま うみは2001 年 にJR 鎌倉

駅で活動の展示 を始めたり，中学校の校外学習を初 め

て受け入れた りしてい る。 2003 年には｢ 水辺利用の

安全を考える全国大会｣( びわ湖 自然環境ネットワー

ク主催) にも参加した。

第2 次繁忙期は2005 年 頃から2008 年頃までである。2004

年9 月に腰越漁港整備の調査報告書がかま うみ

に送られ，腰越問題が工事に向けて動き出したからで

ある。かまうみは説明会に参加したり，質問状を提出

した りした。 また, 2006 年 に鎌倉 高校駅前交差点改

良計画が出たため，それに対して署名を集める，陳情

書を提出するなどの対応をとった。

そして第2 次閑散期 が2009 年 頃から現在まで続い

てい る。 2008年秋に腰越漁港 の工事が始まったため，

腰越問題 が一区切りついたものと考えられるが，改修

工事中も監視は続けられた。鎌倉高校駅前交差点改良

計画も2008 年11 月に意見交換を行って以来大きな動

きがなく，工事は2013 年に着工となった。その結果，2010

年まで年3 回発行していた会報は2011 年から年2

回 に減少 した。既述 の通り磯の 自然観察会は2013

年に，JR 鎌倉駅での活動展示も2015 年に中止となっ

てお り，活動の停滞 がうかがえる。

（2）「鎌倉の海を守る会」のビーチクリーンアップ

かまうみによるビーチクリーンアップ活動は1997

年5 月25 日に初めて行われた。対象地域は鎌倉市内

の海岸全域（図1）である。当該活動を始めたきっか

けは,上記腰越問題をけじめとした海岸整備事業が「鎌

倉の海」の自然環境を破壊してしまうことを市民に

知ってもらうために，誰もが気軽に参加できる活動を

しようと考えたことにあるという。当初はビラ配りな

どを通じてボランティアを募って活動が行われた。

かまうみのビーチクリーンアップは毎年5 月と9 月
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図3 「鎌倉の海を守る会」によるビーチクリーンアップ活動の参加者数とごみの個数の推移

（会報『KAMAUMI 』をもとに作成）

の計2 回行われている。5 月のビーチクリーンアップ

はごみを拾うための活動であるが，9 月には拾ったご

みの個数が品目ごとに集計されている。ごみのデータ

集計活動は米国サンフランシスコに本部をおく海洋自

然保護センターの活動の一環であるという。このキャ

ンペーンは，世界中の海岸で同時にごみのデータを集

めることで，海のごみ問題を根本から解決しようとす

る世界的運動である。　日本では一般社団法人JEAN が

中心となっている5）。

図3は会報『KAMAUMI』に掲載された，かまうみ

の秋のビーチクリーンアップへの参加者数と，代表的

なゴミの種類・個数の推移を示したものである。会報

に記載かなかった年次や項目は空欄となっている。な

お, 2011 年と2013 年はデータの記載がなく, 2012 年

と2016 年は雨天のために中止であった。

図3 からは，かまうみのクリーンアップで最も拾わ

れているゴミは「タバコのフィルター」であることが

わかる。年によって増減はあるが,だいたい毎回3,000

～8,000 個程度のフィルターが拾われている計算であ

る。かまうみは1998 年から海水浴シーズンにビーチ

パトロールを行い，日本たばこ産業（JT）の協賛のも

と，タバコの吸殻のポイ捨て防止を呼び掛けながら携

帯用灰皿の配布を行っている。神奈川県では, 2010

年5 月の「神奈川県海水浴場等に関する条例」の施行

以来，海水浴場では原則禁煙となったが，図3 を見る

限りタバコに関するゴミは減少したとはいえない。

参加者数は天候などに左右されるものの，おおむね

毎回500 ～1,000 人程度である。ただし，これはかま

うみの受付を通して参加した人数であるため，実際に

は数字以上の参加者がいる可能性もある。

Ⅲ 「鎌倉の海」利用者からみた環境美化活動の課題

Ⅲでは,2017年3 月8 ～9 日に「鎌倉の海」（由比ケ

浜，材木座海岸）で行ったアンケート調査結果をもと

に，海岸利用者の立場からみた環境美化活動の実態を

把握したい。アンケート調査の概要は表1 の通りであ

る。

表1　アンケート調査の概要

調査日 �2017年3月7～8日

対象者

場所

方法

回収数 �｢

鎌倉の海｣の利用者

由比ヶ浜､材木座海岸のビーチ

海岸利用者に対面式で調査し､調査票に回答を

記入してもらう。197

1．アンケート回答者の属性

アンケート回答者の性別は半数以上が女性(58.9%)

であった。職業で多いのは圧倒的に学生(121 人，
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図4　 アンケート調査回答者の職業(

アンケート調査より作成)

図5 「鎌倉の海」の環境美化活動に対する認知度

（アンケート調査より作成）

表2　 年齢 層別 の利 用 目的

年齢層

利用目的 �

～20代

（人）　（％） �30

～40代

（人）　（％） �50

代以上

（人）　（％）

観 光

レジャー･スポーツ

散 歩
デート

海を見るため

その他 6�7　　

48.9 �5　　　　　　14.7�1　　　　3.83　　
11.5�10　　　　　7.3

31　　　　22.6
12　　　　　8.8

14　　　　　10.2
3　　　2.2 �18　　5

2.9
��5　　　　　　14.7

1　　　2．93　

8．82　

5．9 �14　　

53.8
���0　　　0.0

3　　　11.5

5　　　　　19.2

総 計�137　　　100.0�34　　　　100.0�26　　　　100.0
(アンケート調査より作成)

61.%) であり，回答者総数の6 割を超えている（図4 ）。

調査実施日が大学生の春休み期間中であったことも影

響したものと思われる。また会社員（40 人）や主婦（14

人），定年退職した高齢者も一定数いた。

「鎌倉の海」利用者の年齢層と利用目的（表2 ）を

みると，20 代まで(137 人）では，「観光」目的の利

用者が67 人(48.9%) と最多で，「散歩」目的の31

人(22.6%) がそれに続く。次に30 ～40 代（34 人）

では「レジャー・スポーツ」（サーフィン等）目的の

利用者が18 人(52.9%) と最も多かった。また，「そ

の他」のなかには子どもの引率や日光浴，俳句を詠

むことを目的に挙げた回答者もみられた。一方，50

代以上（26 人）では「散歩」目的での利用者が14 人(53.8%)

と突出して多かった。

2．「鎌倉の海」における環境美化活動の認知度

「鎌倉の海」利用者の環境美化活動に対する認知度

は，図5のようになった。回答者全体では，環境美化

活動の実施について「知らない」人の方が多かった。

これを回答者の居住地別で分析してみると，鎌倉市

内居住者のほとんどが環境美化活動について「知って

いる」という結果になった。鎌倉市内の居住者にとっ

て，「鎌倉の海」の環境美化活動は地元での出来事で

あるため，認知度が高いものと考えられる。また，鎌

倉市に隣接する藤沢市と逗子市の居住者においても，

「知っている」回答者の割合がかなり多くなった。こ

れら相模湾に面する鎌倉市・藤沢市・逗子市の3 市を

総合してみると，「知っている」が33 人(91.7%), 「知

らない」が3 人(8.3%) となって活動認知度は高い。

一方で, 鎌倉市・藤沢市・逗子市以外の居住者(161 人）

の認知度は総じて低くなった。

以上のことから,居住地が鎌倉市に近く，「鎌倉の海」

や相模湾のビーチを共有する地域の回答者ほど，海岸

の環境美化活動の認知度は高くなることがわかった。

3．「鎌倉の海」に対する維持管理費の支払意志額

次に，「鎌倉の海」の美化環境維持に対する管理費

の支払意志額の分析を行う。ここでいう「維持管理の

支払意志額」とは，特定の対象物を維持・管理するた

めに「個人が支払ってもよいと考える費用」のことを

指す。この金額の高低は，「鎌倉の海」への関心度や

その資産価値を，回答者がどのように判断しているか

を浮き彫りにする。

表3～5は，回答者の性別，年齢層および認知度と

支払意志額をクロス集計した結果である。ますは性

別の傾向をみてみると（表3），「鎌倉の海」の維持管

理費に対する支払意志額は「500円」の区分で男女間

の回答数に大きな違いがみられた（男性30.9%,女



146 「鎌 倉の海」におけ る環境美 化活動 の現 状と課題（中西 ・林 ・浮貝・西田・治田）

表3　 性別×支払意志額

性別 �｢

鎌倉の海｣の管理維持のために払ってもよいと考える費用

�O円

（人） （％） �500

円

（人）　（％） �1,000～3,000

円

（人） （％） �3,000～5,000

円

（人）　（％） �

それ以上

（人）　（％） �

総計

（人）　（％）

男性

女性 �11　　　　　13.620　　17.2 �25　　　　30.93�1　　
38.3 �7　　　8.63　　　2.6�7　　　8

．61　

0．9 �81　　　100.0116　　100.05��6　

48.3 �36　　　　31.0
総計 �31　　　　15.7�81　　　41.1 �67　　　　34.0�10　　　　　　5.1�8　　　4 ．1 �197　　　100.0

(アンケート調査より作成)

表4　 年 齢層 × 支払 意志 額

年齢層 �｢

鎌倉の海｣の管理維持のために払ってもよいと考える費用

�O円

（人） （％） �500

円

（人） （％） �1,000-3,000

円

（人） （％） �3,000

～5,000円

（人） （％） �

それ以上

（人） （％） �

総計

（人）　（％）

～20代30

～40代50

代以上 �25　　　　18.03　　

8.6

3　　　　　13.06�1　　43.9 �45　　　　32.4�4　　　2

．95　

14.3

2　　　8．7 �3　　　2

．23　

8,6

4　　　　　17.4 �139　　100.035　　　　100.023100.0

1��2　　34

.3 �12　　34.3
��6　　　　　26.1�8　　3

4.8
総計 �31　　　　15.7�79　　　　40.1�65　　　　33.0�11　　　5.6 �10　　　　　　5.1�197　　　100.0

(アンケート調査より作成)

表5 「鎌倉の海」の環境美化活動認知度×支払意志額

美化活動の認

知度 �｢

鎌倉の海｣の管理維持のために払ってもよいと考える費用

�O円

（人） （％） �500

円

（人） （％） �1,000-3,000

円

（人） （％） �3,000

～5,000円

（人） （％） �

それ以上

（人） （％） �

総計

（人）　（％）

知っている

知らない �3　　　3.827　　　23.3 �28　　　　35.0 2�9　　　36.3 �11　　　　　13.81　　0.9 �9　　　11.30　　　0.0�80　　　　100.0116　　　100.05��0　　　4

3.1 �38　　　　32.8総計 �30　　　　15.2�78　　　　39.6�67　　　　34.0�12　　　　　6.1�9　　　4,6 �197　　　100.0

(アンケート調査より作成)

性48.3%) 。また，男性は 「1,000 ～3,000 円」 の区分

で最も多 く（31 人, 38.3%), 一方で女性は 「500 円」

で回答者数が最も多くなっ た （56 人, 48.3%) 。 この

ことから，女性よりも男性の方が 「鎌倉の海」に対し

て若干高い 関心を示しているこ とが推測された。

次に年 齢層との関係をみてみ よう（表4 ）。 それに

よる と，20 代 ま で は 「500 円 」（61 人, 43.9%) が，30

～40 代は 「500 円～3,000 円」 が，そして50 代以

上で 「1,000 ～3,000 円」 が最多 となっ た。 また，20

代 までは 「O 円」とする回答者 も多い一 方，30 ～40

代では 「3,000 ～5,000 円」,50代以上では 「それ以上」

と回答する者 も少なくなかった。全体の傾向としては，

年齢層 が高くなるにつれて支払意志額も増加 してい る

が，この点については 「鎌倉の海」への関心の多寡の

みならす，20 代に金銭的余裕のない 「学生」が多く

いたことも考慮する必要があるだろ う。

「鎌倉の海」の環境美化活動に対する認知度との関

係（表5）では,「知っている」回答者は「1,000 ～ 3,000

円」の区分で回答数が最も多く（29人,36.3％），「500円」

（28 人, 35.0%) でほぼ同数であった。一方,「知らない」

回答者は「500円」が最多で（50人, 43.1%), r 1,000

円～3,000円」（38人, 32.8%)よりも大きな割合となっ

ている。「知っている」と答えた者には,「3,000～5,000

円」（11 人, 13.8%) や「それ以上」（9人, 11.3%)

も一定数いることを考えれば，総じて「鎌倉の海」に

おける環境美化活動を認知している利用者の方が,「鎌

倉の海」に対する関心や愛着の度合いが高いこともう

かがえた。これはそのまま，既述の通り鎌倉市近辺の

居住者である可能性も示唆されよう。

Ⅳ　 おわりに

本研究では，ライフセービング活動を主とする鎌倉

ライフガードも，浜辺の自然環境保護を旨とする鎌倉

の海を守る会も，定期的に「鎌倉の海」で環境美化活

動を展開してきたことがわかった。ところが 「鎌倉

の海」を訪れた回答者の6 割以上がそうした活動の存

在自体を認知していない現状も明らかとなった。ただ

し，この認知度は鎌倉市・藤沢市・逗子市の居住者と

それ以外とでは大きな差が確認されることから，当該
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地域近辺で一定の効果かある反面，遠方より来訪する

利用者に対して,「鎌倉の海」の環境美化活動をアピー

ルする何らかの手立てが課題になるといえそうであ

る。

また，支払意志額という指標を用いて分析したとこ

ろ，おおむね年齢層が高く，環境美化活動を認知して

いる男性において，「鎌倉の海」への関心や愛着が高

いことを示唆できた。翻ってみれば，今後はとりわけ

若年層の女性に対して「鎌倉の海」の環境美化活動を

アピールし，その価値を知らしめるような実践が必要

となるのではなないだろうか。

以上のように 本研究では「鎌倉の海」における環

境美化活動の現状を分析し，今援の課題を検討するこ

とができた。ただし，聞き取り調査は上記2 団体に限

定され，調査時期も一般的な海岸利用のオフシーズン

である3 月ということで「鎌倉の海」のハイシーズン

の状況は考慮されていない。今後はこのような点も踏

まえた詳細な調査が望まれよう。
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注

1) JAMSTEC ホ ー ムペ ー ジ の 「深 海 デ ブ リデ ー タ ベ ー ス 」（http://www･godac.jamstec･goj

 p/catalog/dsdebrisとj/）（最 終 閲覧 日:2017

年5 月19 日 ） を 参 照 。

2）鎌 倉 ライ フガ ー ド・ ホー ムペ ー ジ （http://www.kamakuralifeguard･com/

）（最 終 閲 覧 日:2017 年5 月19 日） を 参 照｡

3) green bird は 「 き れ い な 街 は ， 人 の 心 も き れ い に す る 」 を コ

ン セ プ ト に 誕 生 し た ， 東 京 都 の 原 宿 表 参道 発 の 都 市 環 境 美 化

プ ロ ジ ェ ク トで あ る。 主 な 活 動 は 「街 の 掃 除 」 で あ り ， 現 在

で は 日 本 全 国 で 活 動 が 行 われ て い る 。(green bird ホ ー ム ペ ー

ジ （http://www.greenbird.jp/ ）（最 終 閲 覧 日:2017 年5 月19 日）

を 参 照 ）。

4）現 在 ， 鎌 倉 ラ イ フ ガ ー ド は 公 式 のTwitter ア カ ウ ン ト やFacebook

ア カ ウ ン ト を 所 有 し て い る が 環 境 美 化 活 動 の ア

ビ ー ル の 際 に 十 分 に活 か す こ と が で き て い な い とい う （鎌 倉LG

に 対 す る 聞 き 取 り調 査(2017 年3 月7 日実 施 ） に よ る ）。5)

 JEAN と は ，「漂 着 ご み 。散 乱 ご み の 調 査や ク リ ー ン ア ップ を

通 じ て 海 や 川 の環 境 保 全 を 行 っ て い る 非 営 利 の環 境NGO 」 で

あ る （JEAN ホ ー ム ペ ー ジ （http://wwwjean.jp/ ）（最 終 閲 覧 日：

2017 年6 月11 日） を参照）。
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